




































ることであった。CAP をとおして全米に 1000 カ所以上のコミュニティ活動機関（Community Ac-






　CAP と同時期に、貧困対策の一環として、全米各地にボランティアを派遣する VISTA（Volunteers 
in Service to America）プログラムが開始された。VISTA は日本で 2009 年から取り組まれている
地域おこし協力隊に類似するプログラムである。ボランティアは、全米各地の貧困地区等で活動す
る NPO などのホスト団体の専従スタッフとして一定期間（1 年間程度）活動に従事する。ボランティ
アといっても、住居と生活費が提供され、プログラム終了後には奨学金（もしくは現金）が支給さ




















1　 VISTA は現在もアメリカ政府によって提供されている現行のプログラムで、たとえば 1 年間の活動に対
して、6,095 ドルの奨学金が支給されている。なお、現金を希望する場合は 1,800 ドルが支給される（CNCS 
2019）。
2　 コミュニティ・オーガナイジングの研究者であるロスマンは、多様な実践を整理する中で、locality 





































   
3　 ニューヨーク基金は社会福祉関係の事業に限らず、「アドボカシーとコミュニティ・オーガナイジング」

























4　 英語の原文では “constituency” と書かれている。Constituency とは、問題や困難な状況に対して共に立
ち上がる人々のことを指しており、日本文では同志と訳されている。
図表 1　コミュニティ・オーガナイザーによって用いられるアプローチの頻度
アプローチ 高い ほどほど 低い
コミュニティが自らの権利を擁護できるように動員／教育する 53.8 26.2 15.4
可視性，コミュニケーション，アウトリーチを強化する 50.8 44.6 3.1
コミュニティやクライエントを代弁する 41.5 41.5 12.3
他の団体と協力する，もしくは連合を組織する 40.0 55.4 3.1
賛同者や支援者，代弁者を組織する 35.4 55.4 6.2
政策立案者を教育する／に影響を与える 24.6 58.5 13.8
 （「その他」のカテゴリーが除外されているため，合計が 100％に満たない．）















































　COP は、2015 年 3 月までに 5000 人のコミュニティ・オーガナイザーが国内で活動している状態
をゴールとして設定した。ただし、5000 人のコミュニティ・オーガナイザーのうち、雇用されるコミュ
ニティ・オーガナイザーはそのうちの 1 割（500 人）で、残りの 9 割（4500 人）はボランティアで
活動するコミュニティ・オーガナイザーである。COP では前者を「養成コミュニティ・オーガナイザー
（Trainee Community Organizers、TCO）」、後者を「ボランティア・コミュニティ・オーガナイザー




　TCO はプログラムを通して 51 週間雇用される。その間、研修を受け、実習を通して技術を身に






　　•　少なくとも 9 人の VCO を勧誘する。








ニティ結束チーム (Community Holding Team、CHT) と呼ぶ。
　COP は内閣府（Cabinet Office）の市民社会局（Office for Civil Society）によって予算化され、全
体の運営は Locality という中間支援団体へ委託して取りまとめられた 7。Locality によって選定された
地域の団体がホスト団体となり、2 人から 5 人の TCO を 51 週間雇用する。ホスト団体は TCO が活
動する物理的なスペースやその他のサポートを提供する。ホスト団体は初年度に Locality から 1 万
5000 ポンド（約 220 万円）の助成を受けることができる。2 年目も継続して同額の助成を受けるた
めには、ホスト団体が最低 7500 ポンドの現金と、残りの 7500 ポンドは現物（家賃など）で合計 1




た 2015 年以降も COP のレガシー団体 9 によって引き継がれ、継続して運用されている。
　COP の研修は RE:generate という団体が担当した 10。RE:generate によって提供される研修は現場











7　 Locality はセツルメントの中間支援団体（The British Association of Settlements and Social Action 
Centers）と住宅開発系非営利組織の中間支援団体（the Development Trusts Association）が 2010 年
11 月に合併し、新たに設立された団体である。イギリス国内に 600 を超える加盟団体が存在する。
8　 ホスト団体における有期雇用を前提としている点において、COP の政策スキームはアメリカの VISTA
と類似している。VISTA と COP の違いは、VISTA はコミュニティ・オーガナイザーとして位置付けて
いないことと、賃雇用の契約ではなく、あくまでもボランティアとして活動に従事し、1 年間の活動後
に奨学金（もしくは現金）が支給されることである。
9　 レガシー団体は Community Organisers という名称で、2015 年から 2016 年の移行期には、27 地域にお
ける取り組みを結びつけて、住民が地域の活動に関与するためのプログラムなどを提供した。2017 年か
らは市民社会局から 420 万ポンドの委託契約を受けて、2020 年までに 1 万人がコミュニティ・オーガナ
イジングにかかわることを目標に活動を継続している。





　キャメロン政権は当初、2015 年までに 5000 人のコミュニティ・オーガナイザーが国内で活動して
いるという目標を掲げた。詳細は明かされていないが、COP の報告書ではその目標が達成されたこ
とが述べられている（Cameron ら 2015：15）。
　COP が終了した 2015 年にマーケティング・リサーチ会社の Ipsos MORI が政府の委託を受けて、




































































2010 年から推進してきた COP の政策スキームとその評価内容について考察してきた。最後に、アメ
リカにおけるコミュニティ・オーガナイジングの歴史研究の第一人者であるフィッシャーの論文を
参考にイギリスの政策が日本の政策に示唆することについて考察する。フィッシャーは、COP の内
容を詳細に分析した論文を 2016 年に発表している（Fisher 2016）11。彼は、キャメロン政権が掲げた



























11　 フィッシャーの論文は COP の報告書の公表後に発表されたものの、執筆時にはまだ報告書が公表され
ていなかったようで、論文内で報告書に関する言及はされていない。
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